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「グラウンド・ゼロ」の今 ～広島県知事の訪問を通して～ 

 

ニューヨーク事務所 

 

 国連や米国政府機関等に「国際平和拠点ひろしま構想」実現への協力を求めるためニュー

ヨーク入りした広島県の湯崎知事は、潘基文国連事務総長との会談に先立ち、2011 年 11

月 9 日午前、米中枢同時テロで崩壊した世界貿易センタービルの跡地「グラウンド・ゼロ」

を訪問し、花輪をささげた。当事務所では、献花場所の検討や「9／11 メモリアル」（実際

の献花場所）との調整について支援を行った。その模様や、現在の周辺の様子などについて

報告したい。 

 

―グラウンド・ゼロで追悼するにはー 

 グラウンド・ゼロ周辺には現在、今年 9 月 11 日の追悼セレモニーの際にオープンした「9

／11 メモリアル」、殉職したニューヨーク市消防局の消防士を称える「FDNY Memorial 

Wall」、テロの様子を時系列に説明するパネルや展示物のある「9／11 Memorial Preview 

Site」、ワールドトレードセンター・ギャラリーのある「Tribute WTC Visitor Center」、

映像で当時の様子を紹介するとともに関連アイテムの販売をする「9／11 Memorial Visitor 

Center」等いくつかの関連施設等がある。このほか、バッテリーパークには、ワールドトレ

ードセンター広場の飾りであった天球が記念碑として設置されているほか、当時救助隊員の

休憩所として使用されたセント・ポール教会では犠牲者の友人や家族の思い出の品等が展示

されている。 

 

  

FDNY Memorial Wall。殉職した消防士の名前の

リストも掲示されている。 

９／11 Memorial Visitor Center。映像の放映

のほか、遺品の展示も行っている。 
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バッテリーパークの天球。2010 年５月、NPT 再

検討準備会議出席のため訪問した広島・長崎市

長等はここで献花を行った。 

セント・ポール教会内に展示されている消防士

の遺品等。このほか犠牲者の思い出の品や写

真、当時の様子を記録したパネル、日本からの

千羽鶴なども展示されている。 

 

―「９／１１メモリアル」ー 

 「9／11 メモリアル」はツインタワー跡地に建てられた追悼公園である。かつてサウスタ

ワー、ノースタワーのあった場所には人工滝のある池が建設され、池の周りの追悼碑には各

ビル等で犠牲となった方々の名前が刻まれている。犠牲者の名前がどこに刻まれているかは、

ウェブサイト及び現地のタッチパネル式機械で簡単に検索することができる。今年 9 月に訪

問された野田首相夫人が日本人の名前を見つけられ黙とうされたのは、N22（ノ―スプール

の 22 エリア）であるが、私たちが訪問した際も、サウスプールの 45 エリア付近で多くの

日本人犠牲者の名前を見つけた。 

 

  

日本語の表示もあるタッチパネル 犠牲者の名前が刻まれたサウスプールの慰霊碑 

 

 「9／11 メモリアル」への入場は完全予約制となっている。ウェブサイトによる事前予

約が必要で、入場の際は空港並みのセキュリティチェックがある。1 週間以上前でも予約が

いっぱいということもあり、県知事の訪問の際も当初は予約が取れない状況であった。今回

の訪問の趣旨や広島県知事献花の意義についてメモリアル側と交渉の結果、当日の入場及び
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献花の許可を得ることができた。またセキュリティとともに厳しいのはメディアの入場制限

で、最大 5 名までが基本条件のようである。交渉には慎重を期したが当日は、メモリアルの

担当者 3 名が随行下さり、献花場所の「サバイバー・ツリー」（生還の木）やサウスプール

の記念碑をご案内いただいた。「サバイバー・ツリー」は、ツインタワーが崩壊した日に生き

残った木で、今年の追悼式ではオバマ大統領もこの木の前で献花している。 

 

  

「サバイバー・ツリー」前で献花をする湯崎広

島県知事。リースの大きさにも規定がある。 

献花後、「９／11 メモリアル」内で広島からの

同行記者等から取材を受ける湯崎知事。 

 

―グラウンド・ゼロの今― 

 現在、新ワールドトレードセンタービルの建設が着々と進んでおり、「9／11 メモリアル」

敷地内では博物館が開館準備中である。また、周辺にあるズコッティ公園は、反格差社会デ

モの中心地であり、先日はブルームバーグ市長がデモ隊強制排除のため警官隊を派遣したこ

とでも話題になり、グラウンド・ゼロがウォール街の中心にあることを改めて実感した。日々

刻々とその姿を変えるグラウンド・ゼロ。引き続き注目し、地方自治体の方々の訪問がより

実りあるものとなるよう、現地の最新情報をお伝えしていきたい。 

 

  

来年９月のオープンを待つ「９／11 メモリア

ル」内の博物館（プールの向こう）。 

建設の進む新ワールドトレードセンタービル 

 

（牧所長補佐 広島市派遣） 


